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Text by 山内勝己
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いよいよ発売を目前にした、LONGIN第５弾ルアー
『フランキー』！　その使いどころやアクションについ
て、ルアービルダー伊藤とともに実釣テストに参加し
たフィールドテスター山内勝己が、ユーザーに先駆け
てその実力をファーストレビュー！
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LONGIN第５弾製品となる『FRANKY（フランキー）』の話をす
る前に、私にとってLONGINルアーとはどういうものなのか、そし
てどのような想いからフランキーが生まれたのかについて、はじめに
書かこうと思います。
まず私にとってLONGINのルアーは、メーカーの関係者だから言
うのではなく、いちアングラーとしてどのルアーも私の釣りを成立さ
せるため、そして釣りという遊びを楽しむために欠かせないもので
す。すでに発売されているLONGIN４製品について、ご存知の方も
多いと思いますが、まだ使用したことの無いという人のために簡単に
説明します。
まずは「KICKBEAT（キックビート）」。15g、20gと２サイズあ
るバイブレーションですが、これは一般的なバイブレーションの使い
方となるデイゲームで軸となるルアーですが、バイブレーションであ
りながら流れを利用する釣りも得意とします。なおかつランカーサイ
ズを狙う上で重要な地形を意識した釣りにも使いやすい新感覚のバイ
ブレーションと言える製品です。
次は「PLEX（プレックス）」。85㎜というサイズのジョイントルアー
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でありながら、このカテゴリーでは群を抜いた飛距離を持ち、そして
レンジの融通性と攻めの幅が広く、トリッキーアクションで様々なベ
イトパターン、ルアーローテーション上で重要なクローザーとして活
躍してくれる今までに無いタイプのジョイントルアーではないでしょ
うか。
最後に「JINPEN（ジンペン）」。このルアーは、トップウォーター
プラグなのですが、シーバスフィッシングには新しいカテゴリーとな
るダイビングペンシルです。従来のトップの釣りの魅力はもちろん、
誘い出しでフィッシュイーターであるシーバスの捕食スイッチを入れ
ることでバイトに持ち込む、ゲーム性にも優れた釣り人を楽しませて
くれるルアーであります。
どのルアーもしっかりとした作り手のコンセプトがあり、また応用
の幅も広いルアーというのが私がLONGIN製品を使った最も大きな
印象で、私の釣りもさらに充実したものになりました。

４製品で満足はしていたものの……
ですが、人とはなんとも贅沢なもので……。私にはラインナップに
もう１つ、どうしても欲しかったルアーがありました。
それは、必ず最初に自信を持ってキャストすることが可能な「サー

全長：120㎜　ウエイト：20g　Floating
交換推奨フック：#6定価：1,995円（税込）



6

チベイト」です。そのルアー
に必要とされるのは、フィー
ルドの状況を読む力を持って
いること。それは流れであっ
たり、ターゲットのシーバス
の反応を見るなど、その日の
ゲームプランを立てる上でと
ても重要な役割を果たしてく
れるルアーであり、もちろん
確実な釣果も望めるルアーということが絶対条件です。
私にとってそのルアーが、LONGIN第５弾ルアーとなるフランキー
です。完成に至るまでのテストでは本当に数多くのトライ＆エラーを
繰り返してきました。そのおかげで、今ではフィールドで準備を済ま
せロッドを持ったとき、迷わずラインの先に最初にセットできる、自
信を持って繋がっているルアーとなっています。

フランキー製作のきっかけ
フランキーを製作する事になったスタートラインは、「ワイドアク
ションのシャローミノーを作りたい」という伊藤さんの言葉から、開
発の長い道のりが始まりました。
ビルダーである伊藤さんが頭の中にあるイメージをウッドで削り出
し、幾つものブランクを削り出しては、フィールドに足を運び、そし
てようやくアクションなどがイメージと合ってきたところで、私もテ
ストに参加することになりました。
ここから先がまた長い道のりになることはもちろん解っていたので
すが、ウッドで削りだしたブランクをキャストし、泳ぐそのルアーを
大の大人がニヤニヤしながら眺めていたのを、今でもハッキリと覚え
ています（笑）。
完成までの道のりの中には、ときには悩み、壁にぶつかる事もあり
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ました。ゴールにあるであろう喜びと感動に向けてテストは繰り返さ
れていきますが、そこにもうひとつ、完成に近づくにつれて早く皆様
に「使って遊んで頂きたい」・「楽しんで頂きたい」という気持ちも大
きく膨れ上がって行きます。
そして、完成したときの喜び、完成されたルアーで魚を手にしたと
きの喜びと感動は本当に大きなものでした。これはきっと造る側の特
権なのでしょうが、フランキーを使って魚をキャッチした方には僕ら
の想いを感じていただけると思います。
こうした過程を経てフランキーは完成し、いよいよ発売を待つのみ
となりました。早く皆様に遊んで頂き、その高いポテンシャルを生か
した釣りを楽しんで頂ければと思います。

フランキーのコンセプトと特徴は？
さて、前置きが大変長くなってしまいましたが、フランキーの特徴
とコンセプト、私なりの使い方を書かせて頂きたいと思います。
まずはコンセプト。これは２つあります。
1.『フィールドの状況や僅かな変化を感じ読む事の出来るルアー』
2.『ただ巻きで、誰にでも簡単に「シーバスの捕食スイッチを入
れる可変アクション」を自動的に演出してくれるルアー』
これらを実現するためには『僅かな流れの変化を感じる事が出来る
感度』『流れを受ける、そして受け流すことが可能な絶妙なバランス』
が重要となります。これはフランキーの特徴にも大きく関わってい

ますが、フランキーには
小さなリップが付いてお
ります。見た目からリッ
プ付きの普通のミノーに
も見えるし、そのリップ
サイズから人によっては
リップレスミノーにも見
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えるのではないでしょうか。
答えはというと、『どちらでも無い』が正解かもしれません。不思
議に思われた方のために、その理由について解説しましょう。
まず、リップ付きミノーの良さは『流れの抵抗をしっかりと受けや
すい』ことと『レスポンスが良い』ことで、流れやアクションに対し
て敏感になる点です。
次に、リップレスミノーの良さは『流れに対してルアーがボディー
全体で水をまとってくれる』『流れを受け流す事に優れている』こと
が挙げられます。これらは、流れの中でナチュラルな泳ぎやシーバス
に違和感なく食わせることにおいて重要な要素です。
ではフランキーは？
簡単に説明すると『両者の良いとこ取り』の設計となっているので
す。これは何回ものテストから絶妙なサイズと形状のリップを探し出
すことでやっと完成したものです。小さなリップによって僅かな流れ
の変化をも感知しやすく、そしてリップレスミノーのようにボディー
が流れをまとい受け流す。これには、ナチュラルかつ食わせのアクショ
ンに大切な要素も備わっております。
リップ形状やボディー形状、ウェイトバランスをフィールドテスト
で何度も確認し、ときにはビルダーである伊藤さんが、ヤスリとプラ
イヤーを片手にその場で微調整、現場で作業ができないものは工房へ

戻って調整するなど大変な
手間と時間がかかりました
が、一切の妥協をせずにこ
だわりぬきました。
この小さなリップは、流
れを感知する、そしてアク
ションの元となるいわば
『小さなアンテナ』という
言葉が当てはまります。
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流れによって可変する
３つのアクション！
フランキーのアクションは
リトリーブスピードや流れの
強さによって、三種類の異な
るアクションを起こします。
低速リトリーブ時や、流れの抵抗が弱い場合はフラフラと弱ったベ
イトを演出するかのような『ロールアクション』。中速リトリーブで
は『タイトウォブンロール』。高速リトリーブや流れの抵抗が強い時
は『超ハイアピールワイド系ウォブンロール』と、巻き速度や流れの
強さによってアクションが可変するのです。
ここで重要なのが、ハイアピールアクション時のピッチが一定では
ないということです。そのためにシーバスに見切られにくく、捕食ス
イッチをハイアピールでも入れる事が可能になりました。これは、先
ほど書いたリップ付きミノーのレスポンスとリップレスミノーの流れ
を受け流す、このバランスが良いからこそなせる技と言えるでしょう。
アクションが可変することのメリットは他にもあります。タダ巻き
をしているときでも、流れの変化にルアーが入ったところでオートマ
チックに可変アクションを起こし、シーバスの捕食スイッチを入れバ
イトに持ち込んでくれます。もちろん、アングラーの意図でリトリー
ブスピードを変化させて可変アクションを演出する事もできますよ。

フランキーの使い方
最後にフランキーの使い方ですが、難しい事は何もいりません。
『投げて巻く』が基本です！
この動作は、ルアーフィッシングの中でもっとも基本となる動作で
すが、フランキーの使い方の基本もここにあるため、基本に忠実で使
いやすいシャローミノーになっています。
アップやアップクロスの釣りでは、流れと同じ方向にルアーを引く
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こととなります。この
場合はリップにしっか
りと水の抵抗を当てて
もらいたいので、流れ
より速くタダ巻きする
だけでＯＫです。応用
で、リトリーブスピー
ドの変化をつける事で
意図的にアクションや
アクションの幅を変え、シーバスを誘うのもいいでしょう。
ダウンやダウンクロスの場合は、ルアーが流れに対して逆らう向き
になるので、そのときの流れの強さに合わせて抵抗を感じてもらえれ
ば、流れの変化でルアーが自動的に可変アクションを起こし、ときに
はふらついたりして、食わせのアクションを演出してくれます。
使い方が簡単なのはもちろんですが、フランキーの最大の魅力はな
んと言ってもサーチベイトとしての性能の高さです。
流れのある河川や、広大なフィールドである大規模河川の河口域や
干潟など、どんなエリアにも共通しますが、フィールドに立ったとき
に大切なのは「フィールドの状況を把握する」ことです。
そのためには、潮目など視覚で確認出来る物を探すことも大切です
が、目には見えない感覚から伝わる情報をしっかりとアングラーに伝
えてくれるルアーの存在が必要不可欠になります。
今年の１月、２月に私がメインに通っていたフィールドは大規模河
川の河口域なのですが、シーズナルパターンとしては産卵を終えたア
フターシーバス狙いでした。その中でもグットプロポーションのサイ
ズ狙いとなると、バチ絡みではなくベイト着きのシーバスを狙う戦略
となります。
エントリーした河口域は広大なエリアなので、シーバス、そしてベ
イトの着き場などを予測し、探し当てなければ釣果は望めません。そ
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山内勝己（やまうち・かつみ）
fimoアドバンスとして日々活動する山内氏は、
千葉県の河川や干潟をメインフィールドとし、時
期や時間を問わず安定的な釣果を上げている凄腕
のシーバスアングラー。経験から培われた流れや
地形の変化を読み取る高い能力をもとに、日々ラ
ンカーを求めてフィールドに通っている。

こで出番となったのがフランキーです。飛距離を生かして広範囲の流
れを探せるこのルアーで、潮位やタイミングによって刻一刻と変わる
僅かな変化を掴み、魚のいる流れを探し当ててはその流れの変化で起
こる「オートマチックな可変アクション」によりシーバスをバイトに
持ち込む事が出来ました。
パターンとしてはダウンクロスのアプローチで、水を噛むのを感じ
られるくらいのスローリトリーブのまま流れの中を漂わすイメージで
ルアーを流しこみ、流れの変化に差しかかりルアーが可変アクション
をしたりバランスを崩すところで、バイトが集中していました。

流れを知り、もっと釣るためのルアー！
シーバスフィッシングをはじめて間もない人は「流れが分からな
い」と言う方も多いかと思います。しかしフランキーなら流れを感じ
取ることが誰にでも可能です。まずはルアーが受ける抵抗の強さを集
中して感じて下さい。これを繰り返す事で、自ずと釣れる流れを体で
覚える事が出来るようになると思います。流れの強弱が感じられるよ
うになると、シーバスがもっと釣れるようになりますよ！

サーチベイトとしての優れた能力
は、ベテランアングラーの方にも満足
して頂ける仕上がりです。LONGINの
こだわり、そして私のこだわりもたく
さん詰まったフランキーで是非、皆様
に遊んで頂けたらと思います。 
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